
日  時：令和 3年 5月 20日（木）18時 30分 ～19時 45分 

場  所：尾上総合支所 

対象地区：尾上 

参加人数：9.名 

 

■要望、質疑応答 

内   容 

〇尾上庁舎の利活用について 

（市民から） 

 新庁舎建設に伴い、尾上庁舎に残る部署はなにか分かる範囲で教えてもらいたい。ま 

た、尾上庁舎の利活用について、町会としてはたくさんのお客さんが来てくれるような施 

設にしてもらいたい。例としては、個人的に無償で使える会議スペースの確保に苦労して 

いる。そのような貸会議室という利用も含めて、検討してもらいたい。 

 

（市から） 

・利用活用については、市若手職員と弘前大学で構成する検討会で検討している。 

・尾上庁舎からは経済部や教育委員会が本庁舎へ、健康センターに建設部が移動する。ま

た、3階の通級指導教室は、金田小学校の校舎改築が終了次第、金田小学校へ移動する。

行政として残るのは窓口業務、要望が大きい図書館の二つ。実際に図書館をどのように

配置するか等はこれから検討していく。 

・「にぎわい」がある施設、SNSでみんなに教えたくなる施設を目指す。今後使ってくれ

る関係者などを巻き込みながら、役所の硬いイメージを払拭して進めたい。 

 

〇除排雪について 

（市民から） 

 大十食堂近くの十字路から昔酒屋のあった通りの除排雪が十分になされていない。角

に雪がたまっている。また、いきいき広場のお寺側の通りだけでも丁寧な除排雪をお願い

したい。 

 

（市から） 

・除排雪については建設課と協議する。 

・いきいき広場そのものは当初計画から付近沿道の雪置場として利用できるよう計画し

ている。 

 

〇いきいき広場の指定管理について 

（市民から） 

 昨年度の秋頃、市の担当者より町会にいきいき広場の指定管理受託の依頼があったが、 

具体的な業務や負担等を教えてほしい。文書にて回答をお願いする。 
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（市から） 

・想定される業務は草刈りやごみ捨てなどが考えられる。契約の際の協議で詳しく決定

することとなるが、負担等について文書で回答する。 

 

〇ゴミの処理方法について 

（市民から） 

 弘前地区環境整備事務組合と黒石地区清掃施設組合の統合に伴うゴミの処理方法につ 

いて、分別方法などどうなるか教えてもらいたい。また、資源ゴミのネットが足りないの 

で追加してもらいたい。 

 

（市から） 

・令和８年を目標に統合することは決まったが、細かいところは協議中である。ゴミの収

集方法や分別については今後の協議で決定となる。 

・ネットについては後日現場確認の上対応する。 

 

〇金田小学校の大規模改修について 

（市民から） 

 金田小学校の大規模改修はいつから始まるのか。また場所はどこを考えており、学区内 

の住民の意見を反映する余地はあるか。 

 

（市から） 

・文部科学省の予算もあるため確定ではないが、令和 4 年度に実施設計を行う予定であ

る。校舎や体育館の建て方や場所については現在検討中であり、基本計画を策定中で地

元関係者に説明会を行う予定としている。 

 

〇学校の ICT整備について 

（市民から） 

 すべての子供にタブレットを配布しているが、指導の効果があるのか、どのように指導 

に使用しているかなど平川市の実態がわからない。 

 

（市から） 

・コロナ禍以前より、文科省の GIGA スクール構想により 5 年かけて整備する予定であ

った。しかし、コロナ禍によるオンライン学習に活用するため、令和 2 年度に前倒し

て一度に導入したところである。また、学校の先生も ICT の活用に苦労しているとの

ことから ICT支援員を募集し、各校に派遣指導することとしている。 

 

〇学校の ICT及びエアコン整備について 

（市民から） 
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 エアコンを全学校に整備するとのことだが、どうなっているのか。 

 

（市から） 

・エアコンの整備は以前より行っており、現時点では猿賀小学校と平賀東小学校が未整 

備である。両校は改築工事があったため、事業の検査が終了後に整備することとしてお

り、他校から 1年遅れで整備することになる。 

 

〇ねぷた運行について 

（市民から） 

今年度は中止となったが、ねぷたの合同運行の運行経路が延長となった。その背景を確

認したい。また、中止により町内の村回りもできず町内の寄附も集められない状況にあ

る。ねぷた小屋の維持のためにも補助金の上乗せをお願いしたい。 

 

（市から） 

・運行経路が変わった背景として、平川市のねぷたの評判がよく、500mの距離におおよ

そ 2 万人が集まるため、密で安全性に問題があったためである。そのためマックスバ

リュの方から大鰐浪岡線を通る 1㎞のコースとした。もう一つの理由として、10市大

祭典が平川市で開催される予定であることがあげられる。国と県の事業で駅前の電線

地中化を行っているが、10 市大祭典のために大鰐浪岡線の方まで市の単費で実施する

必要性が出てきた。10 市大祭典だけでなく通常の祭りでもコースを使用した方が無駄

ではないとの判断による。 

・ねぷた祭りは中止となったが、伝統文化継承のため各団体に 20万円の補助金を出す。 

その他、制作にすでに取り掛かっていた団体に 10万円を限度に補助する。来年改めて

補助金を出す予定である。 

・マックスバリュの駐車場の一角を利用して駅前の方に行く経路になる。また、制作にす 

でに取り掛かっていた団体への補助金は 10 万円が上限、7 割補助になり、実負担は 3

割となる。 

 

〇新型コロナウイルスワクチン接種の予約について 

（市民から） 

コロナウイルスワクチン接種の申し込みについて何回も電話をかけたがつながらな

い。また急に電話番号が別のものになった。何とかつながって、名前住所等を伝えたが、

キャンセル待ちでよければ受け付ける、金曜日に電話がなければ再度電話申し込みをし

てほしいと言われた。住所等すでに伝えているので、キャンセル待ちとなった申請者が再

度申し込みをするのではなく、次回のこの日はいかがですかと市から電話するべきでは

ないか。 

 

（市から） 
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・50回や 100回電話してもつながらないという苦情はいただいている。大変ご迷惑をお

かけしている。 

・番号を変えた理由は、間違い電話が多く、間違い電話先が仕事ができない状況になりこ

ちらに苦情があったためである。 

・予約については次の週のものを受付しており、月曜日が最も電話が多く、平賀地域と尾

上地域はすぐに受付終了となる。水曜日や木曜日にあった申込については碇ヶ関地域

を勧めている。 

・キャンセル待ちについては事務の都合で、あえて予定の接種数の 1減で申込終了をし、

最後の枠をキャンセル待ちとしている。少なめに予約をして、予定より多く受け付ける

ことのないよう、過ちを防ぐための措置である。苦労してかけた人がもう一度電話する

必要がないようにしたいのはやまやまだが、そのような対応をすると収拾がつかなく

なるため、再度ということにしている。ご理解願いたい。 

・現在集団接種を行っているが、5月 31日より始まる個別接種がより多く対応すること

ができるので、かかりつけ医がいるのであればそちらも検討してもらいたい。 

・80歳以上は約 3,500人いるが、31日の週で約 8割の人が接種できる予定なので、焦ら 

ずゆっくりと対応してもらいたい 

 

〇コミュニティの補助金について 

（市民から） 

コロナ禍により令和 2 年度分を令和 3 年度に持ち越した予算で、市にお伺いを立てた

上で備品を数品目購入した。しかし、以前補助金を使用して備品を購入しようとしたら対

象外であると言われた経緯がある。令和 4 年度も基準が元に戻って購入するものが限定

されると、予算があっても意味がない。お伺いを立てるという形でもよいので、弾力的な

運用を要望する。 

 

（市から） 

・地域活性化に使ってもらいたい補助金ではあるが、コロナ禍でイベント等が実施でき

ない状況のため、特例として使途を限定しないものとした。令和 3 年度はご承知の通

り備品購入は可能であるが令和４年度以降については、現行制度に戻る予定となって

いる。町会の電気料や集会施設維持管理費に充当できる「コミュニティ育成事業奨励

金」は、備品購入費も対象となっているが、地域の世代間交流などの事業である「町会

活性化事業分」については、備品購入は対象とならない。 

 

 


